
〔
陸
上
競
技
部
〕

第
79
回
鹿
児
島
県
高
等

学
校
陸
上
競
技
大
会

女
子
１
０
０
Ｍ

第
１

位

花
木
美
優
（
２―

２

川
内
南
中
）

女
子
２
０

０
Ｍ

第
１
位

花
木
美
優

男
子
１
１
０
Ｍ
Ｈ

第
３
位

稲
満
希
（
３―

２

国
分
南
中
）

男
子
４
０
０
Ｍ
Ｈ

第
３
位

稲
満
希

女
子
５
０
０
０
Ｍ
Ｗ

第
３
位

山
田
彩
葵
（
２―

２

皇
徳
寺
中
）

男
子
４
×

１
０
０
Ｍ
Ｒ

第
３
位

伊
藤

彩
人
（
３―

１

川
内
北
中
）

石
神
陽
向
（
２―

４

松
元

中
）

若
松
瞬
（
１―

２

天

保
山
中
）

稲
満
希

男
子
８

０
０
Ｍ

第
４
位

岩
﨑
玲
音

（
３―

２

谷
山
北
中
）

女

子
４
×

１
０
０
Ｍ

Ｒ

第
４
位

横
内

結
祈
（
１―

２

伊

敷
台
中
）

岡
本
莉

央
（
３―

２

川
内

南
中
）

花
木
美
優

平
野
楓
花
（
１―

２

川
内
北
中
）

男
子
４
×

４
０
０

Ｍ
Ｒ

第
５
位

若
松
瞬

伊
藤
彩
人

岩
﨑
玲
音

稲
満
希

全
国
高
校
陸
上
南
九

州
地
区
予
選
大
会

女
子
２
０
０
Ｍ

第

１
位

花
木
美
優

女
子
１
０

０
Ｍ

第
２
位

花
木
美
優

男
子
４
０
０
Ｍ
Ｈ

第
３
位

稲
満
希

５
０
０
０
Ｍ
Ｗ

第

３
位

山
田
彩
葵

鹿
児
島
県
陸
上
競
技
選
手
権
大

会

女
子
５
０
０
０
Ｍ
Ｗ

第

３
位

山
田
彩
葵

女
子
ジ
ュ

ニ
ア
１
０
０
Ｍ

第
１
位

花

木
美
優

女
子
ジ
ュ
ニ
ア
３
０

０
Ｍ

第
１
位

花
木
美
優

男
子
ジ
ュ
ニ
ア
１
０
０
Ｍ

第

３
位

若
松
瞬

〔
書
道
部
〕

第
75
回

南
日
本
書
道
展

秀
作
賞

山
口
幹
正
（
３―

３

吉
野
中
）

第
64
回

南
日
本
七
夕
書
道
展

南
日
本
芸
術
学
園
賞

東
絛
和

奏
（
３―

１

東
谷
山
中
）

〔
美
術
部
〕

第
72
回
県
美
展

洋
画
部
門

新
人
賞

陳
尾
優

月
（
２―

８

清
水
中
）

彫

刻
部
門

新
人
賞

川
畑
菜
桜

（
２―

８

皇
徳
寺
中
）

第
10
回
全
九
州
総
文
祭
鹿
児
島

大
会

写
真
部
門

作
品
展
優

秀
賞

海
老
原
遥
花
（
３―

８

舞
鶴
中
）

写
真
部
門

九
州
高
等
学
校
文
化
連
盟
賞

山
下
美
穂
（
２―

８

加
世
田

中
）
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今
回
の
「
煌
め
く
（
き
ら
め

く
）
松
陽
生
」
は
、
生
徒
会
長

と
し
て
学
校
を
ま
と
め
、
文
化

祭
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
直

後
の
挨
拶
で
会
場
を
盛
り
上
げ

た
山
口
幹
正
さ
ん
だ
。
生
徒
会

と
書
道
部
、
二
つ
の
舞
台
で
活

躍
す
る
姿
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

Ｑ

生
徒
会
長
と
し
て
の
日
々

を
振
り
返
っ
て
い
か
が
で
す
か

Ａ

多
く
の
人
と
の
出
会
い
が

印
象
的
で
し
た
。
伊
集
院
高
校

の
生
徒
会
や
、
「
ま
つ
も
と
マ

ル
シ
ェ
」
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
な
ど
、
生
徒
会
長
を
し
て
い

な
け
れ
ば
出
会
え
な
か
っ
た
人

た
ち
と
の
出
会
い
は
宝
物
で
す
。

Ｑ

生
徒
会
長
と
し
て
印
象
に

残
っ
て
い
る
出
来
事
は
。

Ａ

一
番
は
体
育
祭
等
で
の
挨

拶
で
す
。
大
勢
の
前
に
立
つ
緊

張
で
い
つ
も
手
足
が
震
え
ま
し

た
が
、
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら

「
挨
拶
が
よ
か
っ
た
！
」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
と
、
勇
気
を
出
し

て
よ
か
っ
た
と
思
え
ま
し
た
。

卒
業
式
の
送
辞
も
大
仕
事
で
し

た
。
泣
か
な
い
よ
う
に
必
死
で

し
た
が
、
先
輩
方
の
姿
を
見
て
、

や
り
き
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ

書
道
部
で
の
活
動
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

文
化
祭
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
普
段
の
自
分
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
驚
か
れ
、
「
真
剣
で
か
っ

こ
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
時

は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
が
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
得
意
な
の
は
臨
・
王

鐸
（
お
う
た
く
）
の
行
書
で
す
。

三
年
生
で
南
日
本
書
道
展
優
秀

賞
を
い
た
だ
い
た
時
は
、
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

Ｑ

生
徒
会
長
・
書
道
部
以
外

の
幹
正
君
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

小
学
生
で
空
手
、
中
学
生

で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
て
い
て

運
動
が
大
好
き
で
す
。
趣
味
は

服
で
、
好
き
な
服
を
着
る
と
自

信
が
湧
き
ま
す
。
休
日
は
好
き

な
服
を
着
て
喫
茶
店
に
行
き
ま

す
。

Ｑ

将
来
の
夢
は
何
で
す
か
。

Ａ

書
道
を
教
え
ら
れ
る
学
校

の
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。

〔
内
野
心
春
〕

前生徒会長・書道部

山口幹正さん

や ま ぐ ち み き ま さ

(３-３)吉野中出身

春夏の生徒の活躍

陸
上
競
技
部
が
全
国
総
体
へ

書
道
部

美
術
部
が
活
躍

『
森
の
鼓
動
』
海
老
原
遥
花
（
３―

８
舞
鶴
中
）

全
九
州
総
文

写
真
部
門
優
秀
賞

「
霧
島
の
百
年
杉
庭
園
で
、
杉
の
立
ち
姿

が
持
つ
美
し
さ
や
生
命
力
を
表
現
す
る
た
め
に
見
上
げ
る
視
点

で
撮
影
し
ま
し
た
。
杉
の
遠
近
感
や
奥
行
き
を
意
識
し
ま
し
た
」

※個人名に付記した学校名は，出身中学校名です。

本
校
生
の
趣
味
や
特

技
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

「
趣
味
へ
の
誘
い
（
い

ざ
な
い
）
」
。
第
２
回

は
、
本
紙
記
者
の
下
入

佐
春
真
さ
ん
（
２―

２

紫
原
中
）
が
愛
し
て
や

ま
な
い
２
０
１
１
年
に

ニ
ン
テ
ン
ド
ー
か
ら
発
売
さ
れ

た
携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
・
３
Ｄ
Ｓ

（
ス
リ
ー
デ
ィ
ー
エ
ス
）
だ
。

上
下
に
分
か
れ
た
画
面
が
特

徴
的
で
、
畳
む
と
コ
ン
パ
ク
ト

に
な
り
持
ち
運
び
や
す
い
。
世

界
で
は
約
７
５
０
０
万
台
売
れ

て
お
り
、
家
に
ま
だ
あ
る
人
も

少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
今
で
は

ニ
ン
テ
ン
ド
ー
ス
イ
ッ
チ
２
や

Ｐ
Ｓ
５
な
ど
最
新
技
術
で
作
ら

れ
た
ゲ
ー
ム
機
が
主
流
と
な
っ

た
が
、
そ
ん
な
最
新
機
種
に
も

負
け
な
い
魅
力
が
こ
の
３
Ｄ
Ｓ

に
は
あ
る
。

ま
ず
は
上
下
に
分
か
れ
た
画

面
だ
。
上
画
面
が
映
像
を
映
し
、

下
画
面
で
操
作
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
他
の

ゲ
ー
ム
機
で
は
得
ら

れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な

体
験
が
で
き
る
。
例

え
ば
『
ゼ
ル
ダ
の
伝

説
』
な
ど
の
Ｒ
Ｐ
Ｇ

な
ら
、
上
画
面
で
広

大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を

見
な
が
ら
、
下
画
面

で
キ
ャ
ラ
操
作
や
マ
ッ

プ
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

ボ
ス
戦
で
は
上
下
の
画
面
が
連

動
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
演

出
が
楽
し
め
る
。
二
つ
の
画
面

が
あ
る
だ
け
で
、
ゲ
ー
ム
の
世

界
が
少
し
広
く
感
じ
ら
れ
る
の

が
３
Ｄ
Ｓ
な
ら
で
は
だ
。
ま
た
、

３
Ｄ
Ｓ
に
は
「
す
れ
違
い
通
信
」

と
い
う
独
自
の
機
能
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
３
Ｄ
Ｓ
同
士
が
近
く

を
通
る
だ
け
で
互
い
の
情
報
を

送
受
信
す
る
と
い
う
も
の
で
、

友
達
の
家
に
行
っ
た
り
、
街
を

歩
い
た
り
す
る
だ
け
で
機
器
同

士
の
ゲ
ー
ム
デ
ー
タ
や
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
が
自
動
で
交
換
さ
れ
る
。
例

え
ば
『
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
』
で
レ

ア
妖
怪
の
情
報
が
届
い
た
り
と
、

歩
く
だ
け
で
ゲ
ー
ム
が
進
む
よ

う
な
ワ
ク
ワ
ク
が
あ
っ
た
。
携

帯
型
ゲ
ー
ム
機
の
強
み
を
最
大

限
に
活
か
し
た
、
今
で
は
少
し

懐
か
し
い
機
能
で
あ
る
。

そ
し
て
３
Ｄ
Ｓ
の
人
気
を
一

番
支
え
て
い
る
の
は
、
や
は
り

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
だ
。
『
妖
怪
ウ
ォ
ッ

チ
』
や
『
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
』

な
ど
思
い
出
深
い
名
作
が
多
く
、

ど
れ
も
最
新
作
に
劣
ら
な
い
面

白
さ
が
あ
る
。
皆
さ
ん
の
家
に

３
Ｄ
Ｓ
が
眠
っ
て
い
る
な
ら
、

ぜ
ひ
思
い
出
と
共
に
開
い
て
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
電
源

を
入
れ
た
瞬
間
、
あ
の
頃
の
自

分
が
そ
っ
と
顔
を
出
す
か
も
し

れ
な
い
。

〔
下
入
佐
春
真
〕

「
様
々
な
ゲ
ー
ム
機
の
中
で
も
、
３

Ｄ
Ｓ
に
は
特
別
の
魅
力
が
あ
る
」
と

語
る
下
入
佐
さ
ん

思
い
出
詰
ま
っ
た

小
さ
な
宝
箱 第２回

Nintendo 3DS

県
民
を
熱
く
し
た
高
校

野
球
の
夏
の
大
会
。
本

校
は
強
豪
・
徳
之
島
高

校
に
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の

末
惜
敗
し
た
も
の
の
、

部
員
た
ち
は
こ
の
夏
に

向
け
て
積
み
重
ね
て
き

た
力
を
存
分
に
発
揮

し
た
。
編
集
部
は
引

退
す
る
野
球
部
４
名

に
、
今
夏
の
戦
い
を
振
り
返
っ

て
も
ら
っ
た
。

一
回
戦
の
薩
南
工
業
戦
は
、

春
の
大
会
で
コ
ー
ル
ド
負
け
を

喫
し
た
因
縁
の
相
手
だ
っ
た
。

３
回
表
に
先
制
を
許
し
た
が
、

そ
の
裏
と
６
回
裏
に
３
点
ず
つ

を
奪
い
、
６―

４
で
勝
利
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
倉
岡
怜
さ
ん

（
３―

２
吉
野
中
）
は
「
先
制

さ
れ
た
後
に
逆
転
で
き
て
良
か
っ

た
。
ス
ク
イ
ズ
や
長
打
も
出
て
、

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
に

貢
献
で
き
た
」
と
語
る
。

二
回
戦
の
徳
之
島
高
校
は
、

昨
年
度
秋
季
大
会
で
ベ
ス
ト
４

に
入
っ
た
強
豪
校
だ
。
一
番
バ
ッ

タ
ー
の
野
入
優
翔
さ
ん
（
３―

２
西
陵
中
）
は
「
初
回
か
ら
ヒ
ッ

ト
を
打
ち
、
チ
ー
ム
に
勢
い
を

つ
け
ら
れ
た
」
と
振
り
返
る
。

エ
ー
ス
大
迫
佑
成
さ
ん
（
３―

６
西
陵
中
）
は
７
回
ま
で
気
迫

の
投
球
で
無
失
点
に
抑
え
た
。

九
回
無
死
満
塁
の
場
面
で
マ

ウ
ン
ド
を
託
さ
れ
た
の
は
、
大

迫
さ
ん
と
共
に
厳
し
い
練
習
を

積
ん
で
き
た
岡
江
駿
徳
さ
ん

（
３―

２
武
中
）
。
「
緊
張
し

た
が
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
腹
を
く
く
っ

て
笑
顔
で
投
げ
よ
う
と
思
っ
た
」

と
語
り
、
ピ
ン
チ
を
１
失
点
で

し
の
い
だ
。
十
回
裏
に
サ
ヨ
ナ

ラ
で
敗
れ
た
も
の
の
、
松
陽
ナ

イ
ン
の
“
絶
対
に
あ
き
ら
め
な

い
姿
勢
”
が
光
る
試
合
と
な
っ

た
。
岡
江
さ
ん
は
松
陽
で
の
３

年
間
を
「
基
礎
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
自
分
た
ち
で
雰
囲
気
を

つ
く
る
練
習
の
成
果
が
出
た
。

監
督
の
長
友
先
生
が
野
球
教
室

に
連
れ
て
行
っ
て
く

だ
さ
る
な
ど
、
工
夫

し
た
指
導
の
お
か
げ

で
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
」

と
笑
顔
で
振
り
返
る
。
倉
岡
さ

ん
は
「
常
に
チ
ー
ム
の
こ
と
を

考
え
、
“
強
い
松
陽
、
負
け
な

い
松
陽
”
を
目
指
し
て
き
た
。

ベ
ス
ト
８
と
い
う
目
標
は
後
輩

に
託
し
た
い
。
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
諦
め
ず
、
仲
間
を
信

じ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
後

輩
た
ち
に
思
い
を
託
し
た
。

〔
長
野
雄
太
〕

６月の文化祭で書道パフォーマンスを披

露した後、会長挨拶で会場を鼓舞する山口

さん。「生徒会も書道も、多くの人の力を借

りて成功できたと思います」と語る。

白
球
追
っ
た
夏
を
振
り
返
る

野球部

二
回
戦
の
徳
之
島
高
校
戦
前
、

勝
利
に
向
け
て
気
持
ち
を
一

つ
に
す
る
松
陽
ナ
イ
ン

全
国
高
校
陸
上
南
九
州
地
区
予
選
大

会
（
沖
縄
市
）
で
男
子
４
０
０
Ｍ
Ｈ

第
３

位
に
輝
い
た
稲
満
希
さ
ん
（
中
央
）


